
奥州市新医療センター整備基本計画中間案について

２ 中間案とりまとめに当たっての意⾒聴取

新医療センター整備基本計画の中間案がまとまったことから、その内容についてご説明するものです。
大部分がこれまでの会議において、意⾒交換済の内容であることから、新たに盛り込んだ要素（下線部分）

を中心にご説明するものです。

１ 主な内容

３ 今後のスケジュール
９月 市⺠説明会の開催（中間案の説明）

10日（火）18:30〜 胆沢総合支所 大会議室
11日（水）18:30〜 前沢総合支所 401大会議室
12日（木）18:30〜 衣川健康福祉センター多目的ホール
13日（⾦）18:30〜 江刺総合支所 多目的ホール
20日（⾦）18:30〜 市役所本庁舎 講堂
21日（土）10:00〜 水沢地区センター 研修室

１０月 修正案によりパブリックコメントを実施
１１月 意⾒反映のうえ最終案を庁議で決定予定
※ 計画策定は上記予定としますが、結論を急がず丁寧に進めてまいります。

地域医療懇話会（医療・介護関係者）
8月2日 機能、病床規模、診療科、整備場所等を説明
【主な意⾒】

複数の医師の委員から、完成後の安定経営に対す
る懸念や医師確保の困難さなどを理由とした建設反
対の意⾒や、整備場所への異論などが出されました。
【意⾒の反映】

中間案に、経営の基本姿勢等（主な内容（9））を
盛り込んだほか、⺠間⼩児科医の確保策等を追記。

【第１部 全体基本計画】
（１）新施設の機能の詳細を11のテーマ別に整理。
（２）建物面積は、病院分8,000㎡程度、コミュニティ

施設分2,800㎡程度を基本とする。
（３）整備場所は、水沢公園陸上競技場とする。
（４）整備手法は、ＥＣＩ方式を採用【資料２ P15】
（５）概算事業費は最大96.0億円、市⺠の実質負担額

は29.2億円（1年あたり1億円）と⾒込む。
【第２部 病院施設の基本計画】
（６）診療科は、水沢病院の診療科を引き継ぎつつ、総

合診療科とリハビリテーション科を新設。
（７）病床規模は、一般病床80床とするが、余裕をも

たせ100床程度のスペースを確保。
（８）病棟部門、外来部門、手術部門、放射線部門など

16部門ごとに、各部門の基本方針を提示。
【資料２ P19〜21】

（９）経営の基本姿勢、水沢病院の赤字脱却、医師等の
確保、市⽴医療施設の最適化の考え方を提示。
【資料２ P22】

【第３部 コミュニティ施設の基本計画】
（10）同施設の全体計画と４つの部門別の基本方針を

提示。【資料２ P24】
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